
児童センター「ゆめゆめ館」
－４月１日、オープンしました－

留守家庭の児童に対応した児童クラブと
自由来館の機能を合わせ持った施設です。
子どもたちはひのきの香るこの施設で、
今日も楽しく遊んでいます。
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一般会計4億3,696万円を補正（追加含む）

平成24年度各会計補正予算については、原案のとおり可決されました。

歳入歳出予算に2億7,687万2千円を
追加し、総額を42億1,591万5千円とし
ました。
〔参考〕今定例会は、補正予算の大部分が
事業実績に基づく整理予算のため、300
万円以上の補正予算分のみ掲載します。
■主な歳出内容
○居宅介護支援事業 331万7千円を減額
○後期高齢者医療費 924万5千円を減額
○児童手当支給事業 406万円を減額
○環境保全型農業直接支払交付金事業

423万2千円を減額
○農業基盤整備一般経費

1億4,995万円を追加
○牧場管理運営事業 319万7千円を減額
○牧場草地整備事業 1,251万円を追加
○町道除排雪事業 416万4千円を追加
○各公園施設等管理事業

620万9千円を追加
○公営住宅建設事業 4,666万円を追加
○北見地区消防組合負担金

633万8千円を減額
○北海道訓子府高等学校教育振興会議
交付金 335万6千円を減額
○給料（一般職）1,406万7千円を減額
○時間外勤務手当 410万4千円を減額
○職員共済組合負担金

1,281万5千円を減額

歳入歳出予算に1億6,009万2千円を
追加し、総額を43億7,600万7千円と
しました。
■主な歳出内容
○除雪ドーザ購入事業

3,509万2千円を計上
○町道舗装修繕事業 7,500万円を計上
○旧訓子府駅周辺整備事業

5,000万円を計上

歳入歳出予算に1,953万6千円を追加
し、総額を9億4,648万4千円としました。
■主な歳出内容
○一般被保険者療養給付費

2,000万円を減額
○保険財政共同安定化事業拠出金

318万1千円を追加

歳入歳出予算から12万8千円を減額し、
総額を7,181万4千円としました。
■主な歳出内容
○保険料等納付金（後期高齢者医療広域
連合納付金） 56万2千円を追加

歳入歳出予算から1,063万円を減額し、
総額を4億8,004万8千円としました。
■主な歳出内容
○居宅介護サービス給付費

399万9千円を減額

歳入歳出予算から1,160万円を減額し、
総額を1億7,780万円としました。
■主な歳出内容
○道道北見置戸線交通安全工事支障物
件移設工事 553万1千円を減額
○個別排水処理浄化槽設置工事

473万円を減額

収益的支出から794万4千円を減額し、
総額を1億5,797万2千円としました。
■主な歳出内容
○水質検査手数料 170万円を減額

資本的支出から3,452万9千円を減
額し、総額を6,250万6千円としました。
■主な歳出内容
○施設改良費 3,252万9千円を減額

平成25年 定例会 ３月５日～３月14日まで３月

一般会計（第８号）

一般会計（第９号）～追加議案～

介護保険会計（第２号）

下水道会計（第１号）

後期高齢者医療会計（第２号）

国保会計（第２号）

水道事業会計（第１号）

※なお、この事業は25年度当初予算に計上してい
ましたが、国の緊急経済対策により、前倒しをし
て、24年度の補正予算で実施します。



条
例
の
制
定
等

◆
奨
学
資
金
貸
付
基
金
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正原

案
可
決

奨
学
資
金
の
貸
付
金
額

の
一
部
増
額
及
び
償
還
期

限
の
延
長
に
対
応
す
る
た

め
、
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

◆
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
令
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
制
定
を
考
慮
し
、

町
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄

物
処
理
施
設
に
置
く
技
術

管
理
者
の
資
格
要
件
を
定

め
る
た
め
、
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

◆
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定

原
案
可
決

暴
力
団
排
除
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
等

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

暴
力
団
排
除
に
関
す
る
施

策
の
総
合
的
な
推
進
を
図

り
、
町
民
の
安
全
で
安
心

な
暮
ら
し
の
実
現
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
条
例
を

制
定
し
ま
し
た
。

◆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
の
制
定

原
案
可
決

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
措
置
等
法
の
公
布

に
伴
い
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
等
緊
急
事
態
宣
言

が
な
さ
れ
た
場
合
、
町
は

直
ち
に
対
策
本
部
を
設
置

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◆
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
制
定

原
案
可
決

地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
令
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
制
定
を
考
慮
し
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

東日本大震災への支援に対する取り組み 
平成25年第１回定例会の３月11日(月)に、東日本大震災への支援に対する取り組みを

次のとおり行いました。

○町長・議長の連名による東日本大震災被災者への支援等に関わる声明を発表しました。

○震災発生時刻の午後２時46分に弔意を表し、黙とうを捧げました。

※なお、義援金100万円を含む平成24年度補正予算を３月５日（火）に可決しました。
・議会は、議論を重ね義援金を贈ることに賛同しました。（全員協議会での協議を含む）
・義援金の贈り先について、議会では、大震災で被災した地域の子どもたちがもっと
元気になるよう、子どもたちの就学のための支援として、被災県の一つ岩手県が設
置している「いわて学びの希望基金」への義援金贈呈を提言させていただきました。

◆
道
路
占
用
条
例
の
一
部

改
正

原
案
可
決

道
路
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
条
例
を
改

正
し
ま
し
た
。

◆
道
路
の
構
造
の
技
術
的

基
準
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定

原
案
可
決

地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
令
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
制
定
を
考
慮
し
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◆
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
改
正

原
案
可
決

地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
令
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
制
定
を
考
慮
し
、

条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

◆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
管

理
条
例
の
一
部
改
正

原
案
可
決

入
居
者
募
集
等
の
迅
速

化
を
図
る
た
め
、
条
例
を

改
正
し
ま
し
た
。

◆
準
用
河
川
に
設
け
る
河

川
管
理
施
設
等
の
構
造
の

技
術
的
基
準
に
関
す
る
条

例
の
制
定

原
案
可
決

地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
令
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
制
定
を
考
慮
し
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◆
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

原
案
可
決

地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
令
の
整
備
に
関
す
る

法
律
が
制
定
さ
れ
水
道
法

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。

◆
防
災
会
議
条
例
の
一
部

改
正

原
案
可
決

災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
に
伴
い
、
防
災
会
議
条

例
を
改
正
し
ま
し
た
。



◆
災
害
対
策
本
部
条
例
の

一
部
改
正

原
案
可
決

災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
に
よ
り
、
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

◆
北
見
地
域
介
護
認
定
審

査
会
共
同
設
置
規
約
の
変

更

原
案
可
決

北
見
地
域
介
護
認
定
審

査
会
に
つ
い
て
、
認
定
審

査
会
の
委
員
の
定
数
30
人

を
、
40
人
に
変
更
す
る
た

め
、
規
約
を
変
更
し
ま
し

た
。

◆
北
見
へ
の
旅
券
発
給
申

請
及
び
交
付
に
関
す
る
事

務
の
委
託

原
案
可
決

本
町
が
北
海
道
か
ら
権

限
移
譲
を
受
け
る
旅
券
発

給
申
請
及
び
交
付
に
関
す

る
事
務
の
管
理
及
び
執
行

を
北
見
市
へ
委
託
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

◆
専
決
処
分
の
承
認

承
認

平
成
24
年
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
急
を

要
し
た
た
め
専
決
処
分
さ

れ
た
旨
の
報
告
を
受
け
承

認
し
ま
し
た
。

（
内
容
）

冬
期
間
の
暖
房
に
使
用

す
る
灯
油
の
高
騰
に
対
処

す
る
た
め
、
低
所
得
の
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
ひ
と

り
親
等
の
世
帯
に
対
し
て

の
福
祉
灯
油
助
成
の
た
め
。

◆
北
見
地
域
障
害
程
度
区

分
認
定
等
審
査
会
共
同
設

置
規
約
の
変
更

原
案
可
決

地
域
社
会
に
お
け
る
共

生
の
実
現
に
向
け
て
新
た

な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を

講
ず
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、
障
害
者
自

立
支
援
法
の
題
名
が
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会

生
活
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
の
法
律
に
改
正
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
規
約
を

変
更
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

◆
固
定
資
産
評
価
委
員
会

委
員
の
選
任

原
案
同
意

山
崎
実
さ
ん
（
福
野
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

◆
オ
ホ
ー
ツ
ク
町
村
公
平

委
員
会
委
員
の
選
任

原
案
同
意

田
村
昌
文
さ
ん
（
置
戸

町
）
を
新
た
に
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

報

告

◆
国
民
保
護
計
画
の
一
部

変
更

報
告
了
承

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

け
る
国
民
の
保
護
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
国
民
保

護
計
画
を
変
更
し
た
と
の

報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了

承
し
ま
し
た
。

◆
定
期
監
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
、
平
成

24
年
度
に
実
施
し
た
定
期

監
査
の
結
果
、「
平
成
24

年
12
月
31
日
現
在
の
一
般

会
計
、
特
別
会
計
及
び
事

業
会
計
に
か
か
わ
る
町
の

財
務
事
務
執
行
、
経
営
の

事
業
管
理
等
に
つ
い
て
監

査
を
実
施
し
た
結
果
、
適

正
に
執
行
、
管
理
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ま

す
。」
と
の
報
告
が
あ
り

こ
れ
を
了
承
し
ま
し
た
。

な
お
、
監
査
委
員
か
ら
の

意
見
と
し
て
、

①
国
の
景
気
対
策
等
の
た

め
の
補
正
、
あ
る
い
は

新
年
度
予
算
に
か
か
わ

り
、
本
町
で
も
種
々
の

事
業
展
開
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

財
政
運
営
の
基
本
と

な
っ
て
い
ま
す
「
財
政

健
全
化
戦
略
プ
ラ
ン
」

を
さ
ら
に
推
進
さ
せ
る

た
め
、
前
記
の
対
応
に

つ
い
て
特
定
の
項
目
に

偏
る
こ
と
な
く
、
急
施

を
要
す
る
本
町
の
懸
案

事
項
に
取
り
組
み
、
無

駄
の
な
い
投
資
へ
の
検

討
と
実
施
が
必
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
会
計

の
基
本
で
あ
り
ま
す
国

民
健
康
保
険
税
の
収
納

状
況
は
平
年
度
並
み
に

推
移
し
て
お
り
、
加
え

て
医
療
給
付
費
の
伸
び

が
見
ら
れ
ず
、
財
政
運

営
上
は
好
ま
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
一
般
会
計

か
ら
多
額
の
繰
入
金
を

見
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら

ず
苦
し
い
状
況
が
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、
昨

年
度
に
続
き
、
財
政
健

全
化
へ
少
し
で
も
近
づ

け
る
た
め
の
対
策
検
討

が
重
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

③
上
水
道
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
、
配

水
量
の
減
少
が
あ
る
も

の
の
、
有
収
率
の
向
上

が
さ
ら
に
図
ら
れ
、
良

い
状
況
へ
と
向
か
っ
て

い
ま
す
。

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
訓
子
府
町
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ

き
、
計
画
的
な
事
業
の

展
開
を
図
り
、
町
民
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
対
応
し
な
が
ら
施

設
の
維
持
管
理
と
充
実

を
図
り
、
ビ
ジ
ョ
ン
の

将
来
像
で
あ
る
「
快
適

で
安
心
あ
ふ
れ
る
水
道

水
の
安
定
的
な
供
給
」

を
目
指
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

◆
出
納
検
査
結
果
報
告

報
告
了
承

監
査
委
員
か
ら
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計
に
つ
い
て
例
月
出
納

検
査
を
実
施
し
た
結
果
、

出
納
事
務
は
適
法
に
行
わ

れ
、
異
状
が
な
い
旨
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。



町長からの行政報告（要旨）

昨年12月17日、東町の中條靖久様から、亡き父中條寛道様が、生前さまざまな役職に就い
て町と深くかかわってきたことから、町の福祉振興に役立てていただきたいとのことで、100
万円の寄付がありました。
寄付金につきましては、社会資本整備基金に積み立てし有効に活用させていただきます。

◆民生費指定寄付金について

採択した請願書

請願者 訓子府農民組合 委員長 加藤和寿
（請願事項）暮らしや食料・農業・地域経済に甚大な影響を与えるTPP交渉には参加しな

いこと。
※全会一致で採択されました。

◆ＴＰＰ交渉参加に反対する請願書

議決した意見書

－議員提案により次の意見書案が提出され、原案のとおり可決し、政府関係機関に意見書を
提出しました。－

◆TPP交渉参加に反対する要望意見書

◆安心できる介護制度の実現を求める要望意見書

◆平成25年度地方財政対策に関する要望意見書

請願、陳情される方へ
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国や道、町などに意見
や要望がある場合はどな
たでも請願書や陳情書を
議会に提出することがで
きます。
請願書や陳情書を提出

される方は左記の書式例
を参考に作成してくださ
い。
分からないことがござ

いましたら、議会事務局
（牲47-2184）までご相
談ください。

平成○○年○月○日

訓子府町議会議長 ○○○○様

□□□□に関する請願書
（陳情書）

紹介議員 ○○○○ 印
（※陳情の場合は必要ありません）
（※請願の場合は１名以上紹介議

員が必要です）

請願者 住所 訓子府町○○
（陳情者）氏名 ○○○○ 印

□□□□に関する請願
（陳情）

要旨
（※請願（陳情）の趣旨を記載して
ください）

理由
（※請願（陳情）する理由を記載し
てください）

○書式例（表紙） ○書式例（本文）



整備が予定されている旧訓子府駅周辺 



―平成25年度予算審査特別委員会―

まちづくりと財政健全化を両立され、
行財政の均衡を図った予算を審査

平成25年度予算審査特別委員会は、係長までを説明員とし、３月８日から５日間
開催されました。新年度の町の予算について、活発な質疑が展開されました。

委員会構成が決定
（平成25年５月１日〜平成27年４月30日までの任期）

■総務文教常任委員会（５名）

委 員 長

副委員長

委 員

西 山 由美子

安 藤 義 昭

小 林 一 甫
佐 藤 静 基
上 原 豊 茂

委 員 長

副委員長

委 員

河 端 芳 惠

西 山 由美子

小 林 一 甫
佐 藤 静 基
安 藤 義 昭
上 原 豊 茂

委 員 長

副委員長

委 員

河 端 芳 惠

山 本 朝 英

橋 本 憲 治
工 藤 弘 喜
余 湖 龍 三

委 員 長

副委員長

委 員

工 藤 弘 喜

余 湖 龍 三

上 原 豊 茂
佐 藤 静 基

■産業建設常任委員会（５名） ■議会運営委員会（４名）

■議会広報特別委員会（９名）

工 藤 弘 喜
山 本 朝 英
余 湖 龍 三

整備が予定されている旧訓子府駅周辺整備が予定されている旧訓 府駅周辺整備が予定されている旧訓子府駅周辺

※常任委員会とは
所管する部門に属する事務の調査（所
管事務調査）及び議案、陳情などの審査
を行います。

※議会運営委員会とは
議会運営、議会の規則、委員会の条例
などに関する事項及び議長の諮問に関す
る事項について調査、審議を行います。橋 本 憲 治議長

オブザーバー

0 000

9 9

予
算
関
連
質
疑
応
答

平
成
20
年
６
月
か
ら

故
障
し
て
い
た
庁
舎
の

冷
温
水
発
生
装
置
を
今
年
取

り
替
え
修
理
を
行
う
が
そ
の

内
容
は
。

冷
暖
房
の
メ
イ
ン
装

置
の
故
障
以
降
、
冷

房
を
停
止
し
暖
房
も
補
助

ボ
イ
ラ
ー
で
代
用
し
て
い

た
が
、
容
量
が
小
さ
い
た

め
負
担
が
か
か
り
、
容
量

不
足
が
発
生
し
、
運
転
に

支
障
が
生
じ
る
状
況
と
な

っ
た
。
庁
舎
は
多
く
の
機

能
を
有
す
る
施
設
の
た
め
、

修
繕
費
２，

０
５
０
万
円

を
か
け
、
冷
暖
房
機
器
の

更
新
の
実
施
と
な
っ
た
。

停
止
中
の
４
年
間
維
持
費

削
減
の
た
め
、
扇
風
機
20

台
の
購
入
や
、
窓
の
改
修

を
行
う
な
ど
、
２
０
０
万

円
程
度
の
対
応
が
あ
っ
た
。

今
後
の
維
持
費
で
、
年
間

燃
料
費
40
万
円
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
料
で
１
０
０
万
円

程
度
の
増
額
と
な
る
見
込

み
で
あ
る
。

土
木
費
（
旧
訓
子
府

駅
周
辺
整
備
事
業
費

５，

０
０
０
万
円
）
事
業

費
の
内
訳
は
。

・
実
施
設
計
業
務
、

５
０
０
万
円
。

・
工
事
請
負
費
、
４，

５

０
０
万
円
で
そ
の
内
訳
は
、

①
幸
町
線
道
路
１
４
０
ｍ

２，

５
０
０
万
円
。
②
ロ

ー
タ
リ
ー
８
０
０
万
円
。

③
駐
車
場
７
０
０
万
円
。

④
２
番
ホ
ー
ム
撤
去
５
０

０
万
円
。

こ
の
事
業
は
、
今
後
３
ヵ

年
で
実
施
さ
れ
26
年
度
２，

０
０
０
万
円
、
27
年
度
３，

０
０
０
万
円
で
整
備
す
る
。

ＱＡ

ＱＡ



日
本
中
を
震
撼
さ

せ
た
東
日
本
大
震
災
か
ら

早
２
年
。

本
格
的
な
復
興
と
人
々

が
当
た
り
前
の
日
常
を
取

り
戻
す
に
は
、
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
ま
す
。

こ
の
２
年
間
本
町
が
、

被
災
地
と
の
関
わ
り
か
ら

学
ん
だ
こ
と
と
、
復
興
へ

の
思
い
を
町
民
の
皆
さ
ん

に
ど
う
伝
え
て
い
き
ま
す

か
。

こ
の
大
震
災
は
、

日
本
ば
か
り
で
な
く
世
界

各
国
に
、
自
然
災
害
の
脅

威
を
あ
ら
た
め
て
知
ら
し

め
、
防
災
の
あ
り
方
を
根

本
的
に
見
直
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

代
償
の
大
き
な
「
教
訓
」

と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
こ
の
教
訓
を
生

か
す
活
動
を
続
け
て
い
く

と
と
も
に
、
震
災
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
精
神

面
で
の
支
援
を
長
く
続
け

て
「
地
域
に
寄
り
添
っ
た

復
興
支
援
」
に
少
し
で
も

力
に
な
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。今

回
３
回
目
の
義

援
金
を
被
災
地
に
贈
り
た

い
と
の
町
長
か
ら
申
し
入

れ
が
あ
り
、
議
員
間
で
も

何
度
も
話
し
合
っ
た
が
、

ど
こ
に
寄
付
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
か
。

一
地
方
自
治
体
と

し
て
町
民
一
人
当
た
り
、

１，

０
９
２
円
と
考
え
、

２
年
前
３
０
０
万
円
、
昨

年
２
０
０
万
円
は
日
本
赤

十
字
社
に
贈
っ
た
が
、
３

回
目
の
１
０
０
万
円
は
、

議
会
の
提
案
も
あ
っ
て
岩

手
県
の
教
育
基
金
に
贈
り
、

岩
手
県
知
事
と
、
各
市
町

村
長
、
議
長
宛
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て
岩
手
県
内
の

被
災
孤
児
、
遺
児
の
基
金

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
伝

ま
し
た
。

今
後
も
教
育
現
場
な
ど

を
通
じ
て
教
訓
を
伝
え
、

わ
が
町
の
防
災
意
識
の
普

及
や
防
災
対
策
に
つ
な
げ

て
い
き
実
践
し
て
い
く
こ

と
が
、
大
切
と
考
え
て
い

ま
す
。

供
で
き
ま
す
。

自
治
会
や
各
団
体
の
会

員
名
簿
は
、
町
を
信
頼
し

て
提
供
い
た
だ
い
た
情
報

を
外
部
に
提
供
す
る
こ
と

に
な
り
、
慎
重
に
取
り
扱

う
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
条
例
は

個
人
の
権
利
利
益
の
保
護

と
公
正
で
民
主
的
な
町
政

の
推
進
に
資
す
る
た
め
に

設
け
た
も
の
で
あ
り
、
個

人
情
報
の
有
用
性
に
配
慮

し
な
が
ら
、
今
後
と
も
適

正
な
取
り
扱
い
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

本
町
の
個
人
情
報

保
護
条
例
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
が
主
催
す
る
各
祝
賀

会
な
ど
の
出
席
者
名
簿
や

町
内
会
や
各
団
体
の
会
員

名
簿
の
取
り
扱
い
は
。

名
簿
な
ど
の
個
人

情
報
は
原
則
と
し
て
利
用

目
的
を
明
ら
か
に
し
、
利

用
目
的
達
成
に
必
要
な
範

囲
内
に
収
集
し
、
目
的
以

外
に
利
用
し
た
り
、
外
部

へ
の
提
供
を
し
て
は
な
ら

な
い
が
、
あ
ら
か
じ
め
本

人
の
同
意
を
得
た
場
合
は
、

出
席
者
名
簿
を
会
場
で
提

え
る
つ
も
り
で
す
。

本
町
の
子
ど
も
た

ち
へ
ど
う
伝
え
ま
す
か
。

本
町
中
学
校
の

生
徒
会
活
動
と
し
て
、
岩

手
県
山
田
町
の
中
学
校
に

義
援
金
や
千
羽
鶴
を
贈
り
、

手
紙
の
や
り
と
り
も
あ
り

町民合唱団による歌声～我が地、わが町訓子府♪～ 

町
長

西
山

町
長

西
山

教
育
長

西
山

西
山

町
長

西山議員



一般質問の記事掲載について

町民合唱団による歌声～我が地、町民合唱団による 声 我が地、わが町訓子府♪～わが町訓子府 ～町民合唱団による歌声～我が地、わが町訓子府♪～

一般質問の記事については、一質問者につき二問までを掲載し、内容を要約しています。
その他の質問事項や詳しい内容については、会議録をご覧ください。
会議録は図書館に備えつけてあります。また、町ホームページ(http://www.town.kunneppu.hokkaido.jp/)
にも掲載しております。
なお、会議録公開については、議会終了後３ヵ月程度の期間を要します。

南
７
線
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

南
７
線
は
２
車
線
と
し
て
認
め
ら
れ
た

町
長

「
わ
が
地
、わ
が
町
訓
子
府
」

を
町
の
愛
唱
歌
に

関
係
機
関
や
団
体
と
検
討
し
ま
す

教
育
長

道
営
柏
丘
北
地
区

農
地
整
備
事
業（
南
７
線
）

と
、
道
営
訓
子
府
西
31
号

線
地
区
農
地
整
備
事
業
の

内
容
に
つ
い
て
、
合
せ
て

伺
い
た
い
。

こ
の
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
車
道
幅
員
５．

５
ｍ
、
全
幅
８
・
０
ｍ
の

全
線
２
車
線
と
し
て
認
め

ら
れ
た
。
事
業
概
要
は
平

成
25
年
か
ら
29
年
ま
で
の

事
業
期
間
で
、
西
17
号
線

か
ら
西
26
号
線
ま
で
の
４，

９
９
５
ｍ
を
整
備
し
、
総

事
業
費
９
億
５
千
万
円
。

地
元
負
担
は
、
22
・
５

％
の
２
億
１
千
３
７
５
万

円
を
見
込
ん
で
お
り
、
事

業
主
体
は
北
海
道
で
道
路

改
良
及
び
舗
装
整
備
を
実

施
す
る
と
な
っ
て
お
り
、

本
年
度
は
主
に
調
査
設
計

を
実
施
し
、
平
成
26
年
度

か
ら
29
年
度
ま
で
の
間
で

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

最
近
ど
こ
の
地
区

で
も
集
中
的
に
ゲ
リ
ラ
豪

雨
が
あ
り
、
横
断
管
の
つ

ま
り
や
ト
ラ
フ
が
オ
ー
バ

ー
フ
ロ
ー
し
て
畑
が
冠
水

か
ん
す
い

す
る
事
が
多
い
が
そ
の
考

え
は
。

農
道
設
計
に
よ
り

設
計
さ
れ
、
国
の
補
助
事

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
経
済

的
な
設
計
に
な
る
こ
と
か

ら
、
近
年
の
集
中
豪
雨
は
、

恒
常
的
な
傾
向
で
あ
る
の

で
、
国
や
道
に
対
し
、
実

態
に
あ
っ
た
設
計
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
要
請
を

し
て
い
き
た
い
。

南
７
線
の
事
業
は

４
年
か
５
年
か
か
る
と
思

う
が
、
で
き
る
事
な
ら
、

地
元
業
者
が
ジ
ョ
イ
ン
ト

を
組
ん
で
で
も
、
入
札
に

参
加
で
き
な
い
か
。

入
札
に
参
加
で
き

る
よ
う
、
今
後
も
要
望
し

て
い
き
た
い
。

道
営
訓
子
府
西
31

号
線
地
区
農
地
整
備
事
業

に
よ
り
農
道
保
全
機
能
診

断
を
実
施
す
る
と
あ
る
が

そ
の
内
容
は
。

町
道
西
31
号
線
の

傷
ん
だ
道
路
を
補
修
す
る

事
業
内
容
で
、
道
路
の
機

能
診
断
の
た
め
、
道
路
被

害
状
況
の
調
査
、
対
策
の

検
討
を
行
い
、
道
道
北
見

置
戸
線
か
ら
南
９
線
間
に

つ
い
て
の
点
検
診
断
を
実

施
し
、
事
業
費
１
千
万
円
、

う
ち
地
元
負
担
は
、
22
・

５
％
の
２
２
５
万
円
で
工

事
は
機
能
診
断
の
結
果
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
。

町
民
構
成
劇
主
題

歌
の
「
わ
が
地
、
わ
が
町

訓
子
府
」
昨
年
訓
子
府
町

公
民
館
落
成
30
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
秋
川
雅

史
＆
Ｎ
響
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
に
、
町
民

合
唱
団
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
良
い
想
い
出

に
な
り
ま
し
た
。
先
生
の

指
導
の
お
か
げ
で
４
回
と

少
な
い
練
習
で
も
回
を
重

ね
る
毎
に
、
訓
子
府
の
四

季
や
風
景
が
開
拓
時
代
も

含
め
た
す
ば
ら
し
い
歌
詞

で
す
。
30
年
も
前
の
作
詞

作
曲
と
は
思
え
な
く
最
後

は
「
明
日
を
拓
く
大
き
な

夢
を
遠
い
未
来
に
伝
え
よ

う
、
わ
が
地
、
わ
が
町
、

訓
子
府
」
と
あ
り
、
こ
の

曲
を
聞
い
て
、
感
動
し
て

泣
い
て
い
た
年
配
の
女
性

が
い
た
と
聞
き
、
子
供
か

ら
大
人
ま
で
み
ん
な
が
歌

え
る
こ
の
歌
を
、
歌
い
伝

え
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
。

関
係
機
関
や
団

体
と
協
議
し
、
検
討
し
て

い
く
。

山
本

教
育
長

山
本

山
本

山
本

山
本

町
長

町
長

町
長

町
長

山本議員



今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
人
口
の
減
少

問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
を
お
持
ち
か
う
か

が
い
ま
す
。

本
町
の
人
口
推
移

を
見
る
と
数
値
の
増
減
は

あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
全
国

の
過
疎
地
域
と
同
様
な
動

態
を
示
し
て
い
ま
す
。

中
期
的
に
は
私
の
掲
げ

て
い
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

中
心
と
し
た
政
策
の
実
行

や
本
年
度
の
政
策
展
開
や

施
策
を
進
め
る
な
か
で
安

心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
「
町
民
に
や

さ
し
い
ま
ち
」
が
結
果
と

し
て
人
口
の
維
持
や
人
口

の
減
少
の
緩
和
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま

す
。

人
口
減
少
対
策
と

し
て
格
安
分
譲
し
た
「
あ

け
ぼ
の
団
地
・
あ
さ
ひ
野

団
地
」
の
実
情
と
効
果
は

ど
う
な
の
か
。

あ
け
ぼ
の
団
地
は

平
成
７
年
か
ら
９
年
に
か

け
造
成
・
分
譲
し
26
区
画

に
83
名
が
入
居
、
費
用
は

１
億
７，

９
２
８
万
円
で

整
備
、
あ
さ
ひ
野
団
地
は

平
成
10
年
か
ら
12
年
に
か

け
造
成
・
分
譲
し
26
区
画

に
79
名
が
入
居
、
費
用
は

１
億
８，

９
８
５
万
円
で

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

両
団
地
と
も
26
戸
の
内

20
戸
が
町
外
か
ら
の
購
入

で
現
在
は
入
居
の
変
更
は

10
件
あ
り
ま
す
が
居
住
者

数
は
１
５
９
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。

当
時
は
集
中
的
に
住
宅

建
設
が
進
ん
だ
こ
と
も
あ

り
人
口
減
少
率
が
大
幅
に

緩
和
し
、
社
会
的
増
減
に

お
い
て
も
前
後
の
年
度
が

１
０
０
名
程
度
の
減
少
で

あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と

平
成
10
年
に
は
プ
ラ
ス
２

名
、
12
年
に
は
マ
イ
ナ
ス

18
名
と
大
幅
に
改
善
さ
れ

て
お
り
人
口
減
少
の
緩
和

と
固
定
資
産
税
を
は
じ
め

と
す
る
町
税
の
増
額
な
ど

高
い
効
果
が
あ
っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
と

思
い
ま
す
が
ど
う
考
え
ま

す
か
。

住
宅
建
築
に
つ
い

て
は
近
年
厳
し
い
現
状
に

あ
り
、
日
出
地
区
に
お
い

て
も
民
間
の
業
者
が
20
戸

の
分
譲
を
し
て
い
ま
す
が

依
然
11
戸
が
残
っ
て
お
り

厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
官
と
民
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
慎
重
に
考
え
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

余
湖

町
長

町
長

余
湖

し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
、

良
質
で
安
全
安
心
な
農
畜

産
物
、
北
見
市
に
隣
接
し

た
立
地
条
件
を
利
用
し
て

日
出
の
あ
け
ぼ
野
団
地
の

格
安
な
分
譲
を
考
え
ま
せ

ん
か
。

小
さ
な
子
ど
も
の
い
る

若
い
世
代
を
対
象
に
す
る

こ
と
に
よ
り
日
出
地
区
や

居
武
士
小
学
校
の
今
後
の

発
展
に
寄
与
し
町
の
人
口

減
少
に
も
効
果
が
あ
る
と

逃
さ
ぬ
よ
う
観
察
す
る
こ

と
で
確
認
及
び
未
然
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。

い
じ
め
は
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
、
学
校
や
家
庭
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
緊
密

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

早
期
発
見
、
未
然
防
止
、

的
確
な
対
応
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

現
在
い
じ
め
の
確

認
や
予
防
の
た
め
の
方
策

と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
を

し
て
い
る
の
か
、
今
後
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
の
か
。

現
状
と
し
て
は

各
学
校
で
実
施
し
て
い
る

年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
日
々
の
見
守
り
を
実

施
す
る
中
で
生
徒
の
変
化

や
発
す
る
シ
グ
ナ
ル
を
見

余
湖

余
湖

町
長

余湖議員

教
育
長



全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

政
党
を
超
え
た
要
請
活

動
な
ど
、
経
済
団
体
や
町

民
の
理
解
の
も
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
に
反
対
す
る
行
動
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
小
林
議
員
は
こ
の
他
に

「
教
育
行
政
執
行
方
針
に

つ
い
て
」
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

農
業
は
町
の
基
幹

産
業
で
あ
り
力
強
い
農
業

を
確
立
す
る
た
め
、
生
産

技
術
の
普
及
向
上
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
、
今
後

も
引
き
続
き
進
め
て
行
く

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

訓
子
府
町
の
農
業
発
展
の

た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
あ
れ

ば
伺
い
た
い
。

農
業
の
町
で
あ
る

本
町
が
今
後
も
発
展
す
る

た
め
に
は
、
恵
ま
れ
た
圃ほ

場
条
件
や
現
状
の
栽
培
技

術
及
び
収
量
・
品
質
に
満

足
す
る
の
で
は
な
く
、
さ

ら
な
る
高
い
レ
ベ
ル
の
農

業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

が
第
一
と
考
え
て
お
り
ま

す
。本

年
度
か
ら
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
地
元

の
試
験
研
究
機
関
で
あ
る

道
立
総
合
研
究
機
構
「
北

見
農
業
試
験
場
」
の
協
力

に
よ
り
、
次
世
代
リ
ー
ダ

ー
の
育
成
を
目
的
と
し
た

研
修
懇
話
会
を
開
催
し
、

試
験
研
究
機
関
と
農
業
者

の
結
び
つ
き
を
深
め
、
自

ら
学
ぶ
力
を
さ
ら
に
伸
ば

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
足
腰
の
強
い
農

業
を
築
く
た
め
、
生
産
コ

ス
ト
の
低
減
、
農
作
業
の

効
率
化
、
さ
ら
に
担
い
手

対
策
に
つ
い
て
、
き
た
み

ら
い
農
協
を
は
じ
め
農
業

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
可
能
な
限
り
支
援
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
や
関
連
産
業

に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

環
太
平
洋
連
携
協
定
い
わ

ゆ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
問
題
に

対
し
て
、
毅
然
と
参
加
阻

止
に
対
応
を
と
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
今
回
の
衆
議

院
選
挙
の
目
玉
公
約
で
あ

っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
問
題
が

選
挙
が
終
わ
っ
た
瞬
間
か

ら
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗

る
よ
う
な
成
り
行
き
で
あ

る
が
、
本
町
の
先
導
役
で

あ
る
町
長
の
腹
構
え
を
町

民
に
示
せ
る
も
の
が
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。

２
月
23
日
の
安
倍

首
相
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参

加
す
る
意
向
を
表
明
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
内
で
も

急
激
な
動
き
を
見
せ
て
お

り
ま
す
。

北
海
道
で
も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協

定
対
策
本
部
会
議
を
開
催

し
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

な
ど
18
の
関
係
団
体
と
連

盟
で
政
府
・
自
民
党
に
要

請
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
対
策
品
目
な

ど
具
体
的
説
明
が
な
い
中

で
風
雲
急
を
告
げ
る
よ
う

な
事
態
と
な
っ
て
お
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

強
い
憤
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。こ

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
地

域
経
済
や
社
会
全
体
に
与

え
る
影
響
が
大
き
く
、
本

町
で
も
農
業
関
係
者
だ
け

で
は
な
く
全
町
民
の
理
解

と
後
押
し
を
受
け
な
が
ら

小
林

小
林

町
長

町
長

小林議員



制
度
発
足
５
年
目

で
あ
る
が
、
経
過
と
今
後

の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
事
業
効
果
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
の
か
。

②
担
当
職
員
の
役
割
を
、

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

又
、
地
域
の
意
見
や
課

題
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
処

理
し
財
政
に
反
映
し
て
い

る
の
か
。

③
２
年
ご
と
の
職
員
の

配
置
替
え
は
、
期
間
が
短

い
と
思
う
が
基
準
は
ど
う

言
う
こ
と
な
の
か
。

①
平
成
20
年
７
月

に
開
始
し
た
こ
の
制
度
、

始
め
は
職
員
に
も
、
町
内

会
、
実
践
会
に
も
戸
惑
い

も
見
ら
れ
た
が
、
時
間
は

か
か
っ
て
い
る
が
次
第
に

定
着
し
て
来
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。

今
後
は
、
訪
問
の
有
り

方
も
検
討
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
積
極

的
に
増
や
し
て
い
き
た
い
。

②
役
割
り
と
し
て
「
自

治
会
と
行
政
の
連
絡
調

東
日
本
大
震
災
復

興
財
源
の
確
保
の
た
め
、

国
は
国
家
公
務
員
自
ら
平

成
24
年
４
月
か
ら
２
年
間
、

給
与
を
削
減
し
地
方
公
務

員
に
も
削
減
を
求
め
る
と

と
も
に
地
方
交
付
税
を
削

減
す
る
方
向
で
あ
る
が
、

本
町
の
職
員
へ
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

整
」「
行
政
の
情
報
提
供
」

「
地
域
活
動
の
推
進
に
関

す
る
こ
と
」
を
実
施
要
綱

に
定
め
て
い
る
。

実
践
す
る
に
は
、
休
日

や
夜
間
の
行
事
に
も
極
力

参
加
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
が
、
職
員
本
来
の
業
務

の
調
整
や
自
身
の
都
合
も

あ
り
、
地
域
の
要
望
に
応

え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

ま
た
、
行
政
の
様
々
な

制
度
が
複
雑
化
の
中
で
、

十
分
な
機
能
を
果
せ
な
い

の
も
事
実
で
あ
り
今
後
も

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

地
域
の
課
題
等
は
、
相

談
役
と
し
て
配
置
の
担
当

課
長
や
町
民
課
へ
報
告
し
、

さ
ら
に
は
、
直
接
業
務
の

担
当
へ
連
絡
し
て
速
や
か

な
対
応
に
心
掛
け
て
い
る
。

③
町
民
と
の
相
互
の
信

頼
関
係
を
築
く
に
は
、
あ

る
程
度
期
間
が
必
要
と
の

考
え
か
ら
、
２
年
程
度
が

適
当
と
考
え
て
い
る
が
、

必
要
が
あ
れ
ば
地
域
の
皆

様
や
職
員
の
意
見
も
聞
き

な
が
ら
、
さ
ら
に
検
討
も

考
え
て
い
く
。

ま
た
、
町
内
会
、
実
践

会
、
職
員
に
も
考
え
方
に
、

温
度
差
が
見
ら
れ
る
が
、

単
に
行
政
機
能
と
し
て
だ

け
で
な
く
職
員
と
町
民
が

気
軽
に
本
音
で
話
し
合
う

環
境
を
作
る
こ
と
が
、
よ

り
良
い
町
づ
く
り
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
削
減
に
よ
る
25

年
度
の
事
業
に
影
響
は
出

な
い
の
か
。

国
が
地
方
自
治
体

に
給
与
の
削
減
を
求
め
て

い
る
の
は
、
平
成
25
年
７

月
か
ら
９
ヵ
月
間
で
あ
り
、

本
町
で
は
す
で
に
、
平
成

19
年
度
か
ら
独
自
に
給
与

削
減
に
取
り
組
み
、
平
成

23
年
度
ま
で
で
、
一
般
職

で
９，

７
０
０
万
円
を
削

減
、
職
員
不
補
充
な
ど
人

員
削
減
分
も
加
え
る
と
１

億
数
千
万
円
の
削
減
に
及

び
ま
す
。

給
与
削
減
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
内
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

管
内
の
各
自
治
体
の
動
向

を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

は
全
国
一
律
に
削
減
さ
れ

る
が
、
平
成
25
年
度
の
予

算
に
は
減
額
を
見
込
ん
で

計
上
し
て
お
り
、
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

佐藤議員

佐
藤

町
長

佐
藤

町
長



政
府
は
今
、
通
常

国
会
に
、
生
活
保
護
基
準

の
見
直
し
と
い
う
こ
と
で
、

食
費
や
光
熱
費
な
ど
生
活

扶
助
費
の
基
準
を
今
年
８

月
か
ら
３
年
か
け
て
引
き

下
げ
、
６
７
０
億
円
減
額

す
る
法
案
を
提
出
し
ま
し

た
。生

活
保
護
基
準
は
国
民

の
最
低
生
活
を
守
る
基
準

で
あ
り
、
社
会
保
障
制
度

の
要

か
な
め

と
な
っ
て
い
の
も
の

で
す
が
、
基
準
見
直
し
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

生
活
保
護
制
度
は

憲
法
25
条
の
理
念
に
基
づ

き
、
困
窮
程
度
に
応
じ
必

要
な
保
護
を
行
い
、
そ
の

最
低
限
の
生
活
を
保
障
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
自
立

を
助
長
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

国
は
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
な
ど
生
活
保
護
者
や

生
活
困
窮
世
帯
へ
の
自
立

支
援
や
不
正
受
給
是
正
に

取
り
組
み
、
生
活
に
困
っ

て
暮
ら
せ
な
く
な
っ
た
時

の
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
と
言
わ
れ
る
生
活
保

護
制
度
の
支
給
水
準
引
き

下
げ
は
行
う
べ
き
で
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

見
直
し
に
よ
る
受

給
者
や
他
の
制
度
へ
の
影

響
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

本
町
の
受
給
世
帯

は
、
傷
病
・
障
が
い
の
世

帯
が
13
世
帯
、
母
子
世
帯

が
２
世
帯
、
高
齢
者
世
帯

21
世
帯
、
そ
の
他
の
世
帯

が
２
世
帯
で
す
。

受
給
者
が
受
け
る
影
響

は
生
活
扶
助
基
準
を
７．

３
％
削
減
す
る
と
し
て
お

り
、
厚
生
労
働
省
の
試
算

で
は
受
給
世
帯
の
96
％
で

減
額
と
な
り
、
削
減
幅
５

％
以
下
の
世
帯
が
71
％
、

９
か
ら
10
％
減
額
の
世
帯

が
２
％
に
な
る
と
し
て
い

ま
す
。

他
の
制
度
へ
の
影
響
に

つ
い
て
は
、
住
民
税
非
課

税
の
基
準
に
も
な
っ
て
お

り
、
就
学
援
助
、
保
育
料

減
免
、
公
営
住
宅
家
賃
減

免
、
介
護
保
険
料
や
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
教
育

や
福
祉
な
ど
幅
広
い
制
度

に
及
び
ま
す
。

町
民
生
活
へ
の
影

響
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

国
は
平
成
26
年
度

以
降
の
税
制
改
革
の
中
で

影
響
を
防
ぐ
手
立
て
の
検

討
を
言
っ
て
い
る
の
で
そ

の
内
容
を
注
視
し
、
町
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、

関
係
機
関
に
そ
の
対
応
に

つ
い
て
要
請
し
て
い
き
ま

す
。

地
場
産
を
利
用
す
る
取
り

組
み
が
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
起
こ
っ
て
き
て
い
る

の
で
、
商
工
業
と
も
結
び

つ
き
な
が
ら
町
経
済
が
成

長
し
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

に
結
び
つ
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

「
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
」
制
定
に
向
け

て
の
見
解
は
。

中
期
的
振
興
策
や

行
政
・
中
小
業
者
・
商
工

会
な
ど
の
役
割
や
責
務
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
条
例
制

定
は
必
要
で
す
。

し
か
し
、
関
係
者
の
共

通
認
識
を
図
る
こ
と
が
先

決
で
あ
り
ま
す
の
で
、
商

工
会
と
も
連
携
し
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

工藤議員

工
藤

町
長

工
藤

町
長

本
町
農
業
の
「
食

産
業
」
と
し
て
の
可
能
性

や
潜
在
能
力
に
つ
い
て
、

商
工
業
と
の
関
わ
り
の
面

か
ら
も
現
状
を
ど
う
見
て

い
る
か
。本

町
の
農
業
生
産

力
を
考
え
る
と
、
大
き
な

役
割
を
担
う
潜
在
能
力
を

有
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
内
循
環
型
経
済
の

仕
組
み
づ
く
り
に
は
多
く

の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す

が
、
酪
農
・
畜
産
は
じ
め

工
藤

町
長

工
藤

町
長

工
藤

町
長



国
政
の
都
市
中
心

政
策
は
、
地
方
の
疲
弊
に

つ
な
が
る
と
の
観
点
か
ら
、

町
の
生
き
残
り
を
目
指
す
、

施
策
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

町
民
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
。

町
民
の
身
近
な
生

活
を
守
り
支
え
る
こ
と
が
、

地
方
自
治
体
の
最
も
重
要

な
役
割
の
一
つ
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参
加

は
、
断
固
反
対
を
要
請
・

道
州
制
導
入
に
よ
り
、
基

礎
的
自
治
体
の
大
規
模
化

は
、
地
域
に
と
っ
て
幸
せ

か
、
地
勢
・
地
域
を
無
視

し
協
議
と
合
意
を
得
な
い

法
整
備
が
民
主
的
と
言
え

る
か
疑
問
が
残
る
。

町
民
の
顔
が
見
え
、
小

さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
輝
き
、

町
民
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

町
の
未
来
づ
く
り
は
、

「
果
敢
な
挑
戦
と
町
民
本

位
の
町
政
推
進
」「
ま
ち

づ
く
り
目
標
に
向
け
た
実

行
力
発
揮
」「
戦
略
的
な

予
算
執
行
と
財
源
の
有
効

活
用
」
の
３
本
の
矢
を
持

ち
、
町
民
み
ん
な
で
進
め

た
い
。

少
子
高
齢
化
の
中

で
人
口
の
維
持
と
生
産
人

口
の
拡
大
に
つ
い
て
。

25
年
１
月
現
在
の

高
齢
化
率
は
32
・
５
％
、

年
少
人
口
12
・
４
％
、
24

年
ま
で
70
〜
１
６
０
名
程

度
の
人
口
減
が
25
年
１
月

現
在
、
前
年
比
較
し
31
人

と
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。

転
出
者
に
比
べ
転
入
者

が
20
人
増
加
し
、
０
〜
９

歳
の
増
が
突
出
し
て
い
る
。

総
合
的
な
子
育
て
施
策

を
進
め
る
と
共
に
、
農
業

振
興
・
関
連
産
業
の
発
展
・

商
業
と
の
連
携
・
後
継
者

対
策
を
含
め
・
確
か
な
未

来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
。

町
の
政
策
と
町
民

コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
つ
い
て
。

「
第
５
次
訓
子
府

総
合
計
画
」
に
よ
り
進
め
、

中
期
的
計
画
や
施
策
は
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
項
目
を

中
心
に
関
係
各
課
や
庁
舎

内
組
織
・
専
門
家
を
交
え

た
町
民
組
織
で
検
討
・
議

論
い
た
だ
く
。

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
」
を
始
め
本
年
度
か
ら

実
施
す
る
「
車
座
ト
ー
ク
」

な
ど
公
聴
会
や
各
種
団
体

の
会
合
な
ど
で
提
案
し
合

意
形
成
に
努
め
る
。

世
代
毎
の
施
策
を

連
結
し
世
代
の
孤
立
化
防

止
へ
の
行
政
の
取
り
組
み

が
必
要
で
、
社
会
教
育
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
必
要
だ
。

や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
は
、
憲
法
第
25
条
第

26
条
の
遂
行
が
大
切
だ
。

分
断
政
策
を
一
元
的
に

捉
え
る
こ
と
は
同
感
だ
。

全
て
の
領
域
で
具
体
化

す
る
時
期
に
来
て
い
る
。

行
政
と
し
て
き
っ
か
け

を
つ
く
り
た
い
。

人
の
交
流
は
重

要
で
あ
り
社
会
教
育
の
重

要
性
実
感
し
て
い
る
。

町
民
の
願
い
と
執

行
者
の
思
い
を
一
致
さ
せ

る
為
に
は
。

行
政
の
要

か
な
め

は
職
員

で
期
待
も
大
き
い
。

町
民
の
総
意
で
町
の
未

来
を
決
め
る
た
め
、
自
治

基
本
条
例
・
住
民
投
票
条

例
を
念
頭
に
取
り
組
む
。

※
上
原
議
員
は
こ
の
他
に

「
子
ど
も
の
成
長
と
学
び

の
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い

て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

上
原

町
長

上
原

町
長

上
原

町
長

上
原

町
長

上
原

町
長

上原議員

教
育
長



河端議員

町
長
は
、
町
政
執

行
に
臨
む
基
本
姿
勢
と
し

て
「
み
ん
な
で
創
る
訓
子

府
の
元
気
、
町
民
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目

標
に
し
て
い
る
が
、「
町

民
に
や
さ
し
い
ま
ち
」
を

ど
の
よ
う
に
考
え
、
そ
れ

に
向
け
て
実
行
し
て
い
き

ま
す
か
。「

安
心
し
た
生
活

を
支
え
る
医
療
と
福
祉
・

教
育
を
公
的
に
保
障
し
て

整
備
す
る
」「
町
民
が
連

携
し
支
え
あ
う
文
化
施
設

や
社
会
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の

生
活
環
境
を
整
備
す
る
」

「
農
林
業
や
商
工
業
な
ど

を
応
援
す
る
」
こ
と
が
町

の
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を

中
心
に
施
策
を
進
め
て
い

ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
町
民

こ
そ
が
主
役
」
と
い
う
基

本
的
な
考
え
を
大
切
に
町

民
の
皆
さ
ま
と
課
題
を
共

有
し
、
知
恵
と
力
を
借
り

て
課
題
を
解
決
し
て
い
き

ま
す
。

子
育
て
支
援
と
し

て
国
は
３
〜
５
歳
児
の
幼

児
教
育
の
無
償
化
に
む
け

て
検
討
を
始
め
る
よ
う
だ

が
、
町
は
そ
れ
に
先
駆
け

て
実
施
す
る
考
え
は
。

現
行
の
２
人
目
、
３
人

目
の
子
ど
も
の
入
所
に
か

か
る
減
免
制
度
の
条
件
を

広
げ
る
考
え
は
。

幼
児
教
育
の
無
償

化
に
つ
い
て
具
体
的
な
内

容
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
今
後
、
国
の
動
向
や

近
隣
の
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

減
免
制
度
に
つ
い
て
は

近
隣
の
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
化
や
病
気
な

ど
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

障
が
い
を
も
つ
人
が
増
え

て
い
る
が
、
障
が
い
が
あ

っ
て
も
社
会
参
加
を
し
て

仲
間
と
の
交
流
や
趣
味
を

続
け
た
い
と
希
望
す
る
人

た
ち
を
ど
う
支
援
し
ま
す

か
。

近
年
、
障
が
い
を

も
つ
方
の
増
加
、
重
度
化
、

複
雑
化
が
進
ん
で
い
る
中

で
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
し
社
会
参
加
で
き
る
環

境
づ
く
り
が
、
大
変
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
高
齢
者
を
対

象
に
「
い
き
い
き
ら
い
ふ

倶
楽
部
」「
は
っ
ち
ゃ
き

塾
」
な
ど
を
定
期
的
に
開

催
し
高
齢
者
が
元
気
に
過

ご
せ
る
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

障
が
い
を
も
つ
方
々
の

自
主
サ
ー
ク
ル
「
ひ
ま
わ

り
ク
ラ
ブ
」
に
対
し
、
月

２
回
の
活
動
に
保
健
師
も

一
緒
に
参
加
し
て
、
相
談

を
行
う
な
ど
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

障
が
い
者
の
活
動
拠
点

で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き

ら
き
ら
本
舗
」
に
つ
い
て

は
、
町
の
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
冬
は
大
雪
の

せ
い
か
、
住
宅
の
軒
先
の

つ
ら
ら
な
ど
危
険
な
状
態

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

町
営
住
宅
・
町
有
住
宅
、

空
き
家
な
ど
で
も
そ
の
よ

う
な
状
況
が
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
管
理
し
ま
す
か
。

３
月
２
日
の
暴
風
雪
に
よ

り
各
地
で
大
き
な
被
害
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
受
け

て
町
の
対
策
は
。

町
営
住
宅
や
町
有

住
宅
に
つ
い
て
は
、
入
居

者
の
責
任
で
対
策
を
講
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
基
本

に
、
適
宜
、
注
意
喚
起
し

て
い
ま
す
。

暴
風
雪
対
策
は
、
日
頃

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で

危
険
個
所
は
把
握
し
て
お

り
、
消
防
と
の
連
携
も
密

に
行
っ
て
い
ま
す
。

河
端

町
長

河
端

町
長

河
端

町
長

河
端

町
長



平成24年度所管事務調査結果報告［調査所見］（報告了承）

拭 入札の執行にあたっては、今後とも適正な執行

に努めるとともに、町内の雇用や経済効果につな

がるよう、指名競争入札を継続することを求める

ものである。

植 昨年度から実施されている町民税１％を活用し

た「まちづくりパワーアップ特別対策事業」につ

いては、まちの活性化に大きく貢献していると認

められる。さらに、この制度の内容や各年度にお

ける事業実績などを町民に広報していくことを望

むものである。

殖 税の収納状況については、職員の徴収努力により、

その成果が見られるところである。同時に、税の

公平性の観点からも滞納繰越の額の減少に向け努

力を求めるものであり、関係各課を中心とした総

体的な取り組みを図りながら情報を共有し、さら

に滞納者個々の状況に応じた対応を求めるもので

ある。

燭 国民健康保険の運営については、国の制度改革

の方向を見据えながら、当面は事業の安定化のた

めに国庫負担の引き上げなどの財政支援について、

関係機関をつうじ求めていくことが必要である。

また、保険給付費の抑制について、長期的な視

点にたち、町民の健康への意識高揚を図ることが

重要であり、そのためには、関係機関と連携を図り、

効果的な予防業務を実施していくことを求めるも

のである。

短期証や資格証の発行にあたっては、これまで

と同様、家族構成や生活実態に十分配慮した対応

が必要である。

織 今春開館の児童センターの運営については、児

童センターの目的に向け、児童の安全を第一とし、

当面はセンターの利用状況に応じた柔軟な運営体

制を望むものである。

職 各種健診の実施については、引き続き、町民へ

の周知に努め、受診率の向上につなげていくこと

を望むものである。

色 保育園及び幼稚園の運営については、今後、計

画される幼保一体化施設について、国の動向を十

分に見極めながら、調査、研究を含めた準備を着

実に進めることを望むものである。

触 子育て支援センターの運営については、子育て

世代のコミュニケーションの場、不安や悩みを受

けとめられる場所として、その役割は十分果たさ

れていると認められる。今後もセンターが中心と

なりながら、関係各課、機関と連携を図り、子育

てへの支援を望むものである。

食 町営温水プールの運営については、今後とも適

正な管理のもと、経費の削減を図ることを求める

ものであるが、事故防止対策に十分に配慮した管

理体制を求めるものである。

また、施設の機能維持のため、老朽化した設備

の更新計画を策定する必要がある。

蝕 図書館の運営については今後、予定されている

増改築の実施にあたり、本町としての図書館のあ

り方を十分検討していくことが必要である。

辱 その他委員会に属する事項

①長期継続契約については、経費の縮減を目的とし

ての方法であるが、その実施にあたっては、町民

生活に支障をきたすことのないよう、配慮するこ

とを望むものである。

②職員研修の実施にあたっては、各種能力の向上が

第一であるが、他町の職員との相互交流や研鑚を

図ることができるような研修機会の確保も必要で

ある。

③高齢者の足の確保について、高齢者ハイヤー利用サー

ビス事業、路線バス高齢者利用支援事業については、

当初の目的が果たされていると認められる。今後

においては、さらに利用者の声を聞きながら、サー

ビスの充実を望むものである。

④地域担当職員制度については、行政と地域とのパ

イプ役として、その役割は定着してきている。今

後においては、制度の趣旨に基づいたものとなる

よう、その都度検証を行い、次の活動につなげる

ことを期待するものである。

所管 事務 調査



平成24年度所管事務調査結果報告［調査所見］（報告了承）

拭 農業振興については、TPPを含む国の政策転換

の推移に注視しながら、農業者に対し、迅速な情

報提供に努めることを求めるものである。

また、町の基幹産業である農業の充実、発展の

ため、農業委員会やJAなどの関係機関と協議を

していく中で、行政としての農業振興策の確立を

求めるものである。

植 堆肥供給センターについては、良質なたい肥の

供給のため、良質な材料の確保並びに施設の管理

体制の充実を求めるものである。

殖 畜産振興については、本町の酪農における町営

牧場の役割を高めることにより、牧場経営の安定

を図る必要がある。

また、現状では、酪農家個々の施設整備が課題

であり、今後、行政としてTMRなどの組織への支

援を含む畜産振興策の確立を求めるものである。

燭 温泉保養センターの運営については、利用者回

復のため、今後とも町民の温泉というPR活動に

努めていくことを求めるものである。

また、適正な管理のもと、経費の削減を求める

ものであるが、福祉的役割も考慮し、施設を維持

していくことを望むものである。

織 中小企業の振興策については、町民のニーズと

地元商工業者の振興とが合致した「住環境リフォー

ム制度」は、地元経済に大きな効果をもたらした

ものと評価できるものである。

今後は、商工会を中心とした地域活性化対策の

提案を求めながら、行政としての支援を図ってい

くことを望むものである。

また、町内の経済に大きな役割を占めている地

元企業の発展のため、行政としての支援の取り組

みを求めるものである。

職 町有林の維持管理については、町の貴重な財産

であることの重要性とその価値を高めるため、職

員の専門的知識の習得を求めるものである。

色 町営及び町有住宅の維持管理については、使用

料の滞納の抑制のため、入居時の条件として、滞

納による住み替えを条件付けするなど、対策の具

体的検討を進めていくことを求めるものである。

また「公営住宅等長寿命化計画」に基づく建て

替えについては、入居者に対し丁寧な説明を行う

ことを求めるものである。

触 建築及び土木工事の状況については、財政健全

化の推進を図るべきであるが、今後も計画的な公

共工事の執行を望むものである。しかし、実施に

あたっては、十分に町民の意見を反映させた計画

となることを求めるものである。

食 道路、河川の維持については、計画的な改修を

進めていくため、再整備に係る国の政策に係わる

情報収集に努めるとともに制度拡充に向け、国に

対し強く要望していく必要がある。

蝕 公園の管理については、遊具等における事故防

止に万全を期するとともに、今後、高齢化に伴う

公園のあり方についても検討していくことを望む

ものである。

また、レクリエーション公園の芝桜については、

今後とも植生の回復に向け、調査、研究の継続を

求めるものであるが、早期に実効性のある手法を

見つけることを望むものである。

辱 上水道事業の運営については、安全で安定的な

水道水の供給及び水資源の有効利用のため、さら

なる有収率の向上を求めるものである。

また、本年度策定された「水道ビジョン」に基

づく実施計画については、町民に対し、十分理解

を得た中で進められる必要がある。

尻 その他委員会の所管に関する事項

随意契約の執行については、これまでと同様、

公平、公正で適正に執行される必要がある。

各常任委員会
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議会の主なうごき
２月

３月

町議会議員OB会新年会（議長）
さむさむまつり（議長）
産業建設常任委員会(所管事
務調査）
全員協議会
議会運営委員会
財産審議委員会（正副議長、
総文委員長、産建委員長）
町有林野経営審議会（産建委
員長、正副議長）
産業建設常任委員会
総務文教常任委員会
ふれあい昼食会（議長）
オホーツク町村議会議長会役
員会・定例総会（滝上町：議長）
議会活性化特別委員会
訓子府町商工会平成24年度優
良従業員表彰式及び祝賀会（議
長、産建委員長）
オホーツク管内インドアゲー
トボール大会開会式（議長）

訓子府高等学校卒業証書授
与式（議長）
第１回定例会（全議員）

議会広報特別委員会
TPPから「地域」「経済」「生活」
を守るオホーツク緊急集会（網
走市：全議員）
訓子府中学校卒業式（正副議
長、総文委員）
訓子府小学校卒業式（正副議
長、総文委員）
第19回網走管内少年剣道訓
子府大会（議長）
訓子府幼稚園卒園式（正副議
長、総文委員長）
居武士小学校卒業式（正副議
長、総文委員）
訓子府社会福祉協議会理事
会（議長）
議会広報特別委員会
全員協議会
訓子府保育園終了式（正副議
長、総文委員長）
老人芸能大会（議長）
学校管理職送別会（議長）
一般国道39号北見道路北見
西IC～北見東IC間開通式（北
見市：議長）

児童センターオープンセレモ
ニー（全議員）
平成24年度農業担い手カップ
ル激励会（議長）
訓子府保育園入園式（正副議
長、総文委員長）
訓子府小学校入学式（議長、
総文委員）
居武士小学校入学式（副議長、
総文委員）
訓子府中学校入学式（正副議
長、総文委員）
訓子府高等学校入学式（正副
議長）
訓子府幼稚園入園式（正副議
長、総文委員長）
議会広報特別委員会
全員協議会
福祉友の会定期総会（議長）
議会広報特別委員会
議会報告会（公民館）
議会報告会（日出ふれあいセンター）
議会広報特別委員会
周産期等対応型ドクターカ
ー運用にかかる協定書調印
式（北見市:議長）

２日
３日
５日

15日
19日

20日

21～22日

22日

24日

１日

５～14日

14日
10日

15日

19日

20日

21日

22日

26日

27日

28日
29日
31日

１日

３日

４日

８日

９日

11日

13日
15日
16日
17日
18日
22日

４月

あ
と
が
き

早
い
も
の
で
、
東
京
で

は
一
週
間
早
く
桜
が
満
開

に
な
り
、
政
府
は
東
日
本

大
震
災
の
復
興
を
は
じ
め
、

円
安
株
高
そ
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
に
参
加
を
表
明
し
ま

し
た
。

関
税
が
撤
廃
さ
れ
る
事

で
、
安
い
農
産
物
が
入
る

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源

の
な
い
日
本
は
、
輸
入
品

の
高
騰
が
あ
り
ま
す
。
特

に
北
海
道
農
業
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
国
民
の
食
料

と
安
心
安
全
は
ど
う
す
る

の
か
、
政
府
は
今
、
農
業

の
補
填
の
仕
組
み
や
農
業

共
済
を
も
と
に
、
新
制
度

を
検
討
し
て
い
る
と
の
事

だ
が
、
皆
ん
な
が
良
い
春

に
な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

委
員

山
本

朝
英

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議会広報特別委員会

委 員 長

副委員長

委 員

河端 芳惠

西山由美子

小林 一甫

佐藤 静基

安藤 義昭

上原 豊茂

工藤 弘喜

山本 朝英

余湖 龍三

議 長

橋本 憲治

く
ん
ね
っ
ぷ
議
会
だ
よ
り

第
１
７
７
号

２
０
１
３
年（
平
成

年
）５
月
１
日
発
行

25

□

２
月
19
日
（
火
）

○

第
１
回
定
例
会
の
運

営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

□

３
月
11
日
（
月
）

・
13
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
追
加
議
案
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

□

１
月
29
日
（
火
）

○

所
管
事
務
調
査
の
総

括
を
行
い
ま
し
た
。

□

２
月
20
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

２
月
５
日
（
火
）

○

所
管
事
務
調
査
及
び

所
管
事
務
調
査
の
総
括

を
行
い
ま
し
た
。

□

２
月
20
日
（
水
）

○

第
１
回
定
例
会
に
お

け
る
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

□

３
月
14
日
（
木
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」
第

１
７
６
号
の
問
題
提
起
、

次
号
の
掲
載
予
定
記
事

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

□

３
月
26
日
（
火
）

○

第
１
回
定
例
会
で
の

一
般
質
問
の
原
稿
等
を

確
認
し
ま
し
た
。

□

４
月
11
日
（
木
）
・
15

日
（
月
）
・
18
日
（
木
）

○

「
議
会
だ
よ
り
」（
第

１
７
７
号
）
の
確
認
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会


